
























─ 港町兵庫津 海の音楽拠点 ─
帆柱を見上げて

舟木健太郎（山崎研究室）

山守の結び
─ 吉野町における木育センター ─
加藤千悠（槻橋研究室）

堂々たる撞着
─ 港湾倉庫のコンバージョンによる公共図書館の設計提案 ─
長央尚真（光嶋研究室）

─ 忘れられゆく風景を再編集するフィールドキャンパス ─
地跡を縫う　

宮本莉奈（末包研究室）

審査委員　向山雅之

  京都の市街地と比叡山の山間地域を再接続する提案である。 薪炭の

生産 ・ 電力 ・ 観光といった自然の力を活かしたかつての営みを、 レスト

ハウスや大学サテライト ・ セミナーハウスといった活用を促すプログラム

へ書き換え、景観の再編を試みた作品である。 道・水路・建物の跡（「地

跡」） を手掛かりに土地利用の歴史を読み解き、道の再生により 「地跡」

を再接続し、 鉄道駅とケーブル駅を結ぶ経路を、 単なる通過動線とし

ての道から豊かな空間体験を生む場所へ転換している。 人が利用する

施設である建築 （屋根 ・ 柱 ・ 壁 ・ 床） や土木 （擁壁 ・ 橋 ・ 水路） の

要素を山林や河川に対し注意深く配して人と自然を近づけ、 自然の恵

みに気づく学びの場となっている。 提案した場所が、 人に利用される

以前の原風景はどうだったか？そして、 提案した施設の配置により、 ど

のような価値が生み出され変化していくのか？長い時間軸で人と自然の

関係を考えるきっかけとして欲しい。

審査委員　中江哲

大賞 大賞

優秀賞 優秀賞

  敷地、 プログラム、 デザイン、 表現すべてに過剰なまでの 「操作」

に対する意識がちりばめられた作品である。 例えば敷地における、 現

在の敷地状況ではなくあえて 10 年以上前の敷地の周辺環境を使うとい

う時空を超えた編集作業。 あたかも音楽家がスタジオに籠ってミキシン

グコンソールを駆使して作曲しているような姿が目に浮かぶ。

　この建築が社会性を獲得しているのかという疑問に対しても 「果たして

現在、 社会性を目指すべきか」 という問いかけを持って答える姿勢が

図面から感じ取れる。 そこに希望とともに一抹の不安を覚えるのだ

が。。。

　この空間にもヴェンダースの天使が舞いおりてくれることを願っている。

審査委員　竹口健太郎

　建築の形が敷地の文脈 （文化的な意味をも） をよくとらえている。 木

造の軸によって作られた空間が、 屋根の滑らかな３次元曲面を形成し、

自然に風景と起立しながらも透明感を獲得し馴染んでいるが印象的であ

る。 建築があることによって、 両岸が橋渡しされ、 木や人が行き来する

だけでなく、ヴォリュームが複雑に窪むことによって、 風景への複雑な視

線や場所、 そして人と木と川の関係が重層的に発生するような空間を

設計する手腕が秀逸であった。

審査委員　吉武宗平

　朝日を背景に黒々と浮かび上がるシルエット。 北前船というよりは黒船

あるいは軍艦のような、 異様な存在感を放つ力強い造形。 群をなす帆

柱をモチーフに、 時空を超えて兵庫津という場所の力を喚起しようとす

る意図が読み取れる。 安易に既存の文脈に沿うのではなく、 敷地の調

査 ・ 観察の末に独自の飛躍を遂げた挑発的な作品であり、 神戸の全く

新たなウォーターフロント風景としての可能性を感じさせる印象深い作品

である。
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